
つがる
発 行

弘前市防衛協会
商工会議所協力会事務局

小 野 印 刷
弘前市富田町５２
電話３２－７４７１（代）

―業務予定―

●春季岩手山演習場整備
（５月７日～１４日）

●総合戦闘射撃
（５月２１日～５月２８日）

駐屯地転出・転入行事

・関連記事 ６面

新指揮官、着任！
天内明弘１等陸佐 着任式 ・関連記事 ２面

陸自最強指揮官、
弘前の地離れる

木原邦洋１等陸佐 離任式

・関連記事 ３面

冬季も日頃の成果を遺憾なく
発揮！

令和２年度中隊冬季検閲

・関連記事 ５面

コロナ渦市民の皆様に笑顔と
元気と感動を！

第４５回弘前城雪燈籠まつり協力

・関連記事 ４面

転出者２８名は新任地へ旅立ち、
転入者３５名は新しい風をもたらす



広告欄

三
月
十
五
日
付
で
第
三

十
一
代
第
三
十
九
普
通
科

連
隊
長
兼
ね
て
第
二
十
九

代
弘
前
駐
屯
地
司
令
に
着

任
し
た
天
内
明
弘
（
あ
ま

な
い

あ
き
ひ
ろ
）
一
等

陸
佐
の
着
任
式
を
十
五
日
、

第
九
師
団
長
（
亀
山
陸

将
）
立
会
の
も
と
、
実
施

し
た
。

七
時
十
分
、
駐
屯
地
各

部
隊
長
の
出
迎
え
を
受
け

初
登
庁
。
幹
部
挨
拶
の
後
、

体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ

た
着
任
式
で
は
、
「
自
ら

考
え
、
判
断
し
、
行
動
せ

よ
」
「
地
域
と
共
に
。
仲

間
・
家
族
、
そ
し
て
自
分

自
身
を
大
切
に
」
を
要
望

し
、
歴
代
連
隊
長
が
築
き

上
げ
て
き
た
部
隊
の
伝
統

を
し
っ
か
り
と
継
承
し
つ

つ
、
新
た
な
時
代
に
向
け

た
「
健
全
で
精
強
な
郷
土

愛
溢
れ
る
第
三
十
九
普
通

科
連
隊
の
創
造
」
を
目
指

し
、
連
隊
長
と
し
て
連
隊

の
全
責
任
を
負
い
、
隊
員

諸
官
と
と
も
に
苦
楽
を
共

に
す
る
こ
と
を
誓
う
と
述

べ
た
。

そ
の
後
、
観
閲
行
進
、

状
況
報
告
、
隊
内
巡
視
に

て
各
部
隊
の
状
況
を
把
握

し
、
連
隊
長
、
駐
屯
地
司

令
と
し
て
の
業
務
を
開
始

し
た
。

新指揮官、着任！
天内明弘１等陸佐 着任式

記念撮影第９師団長から紹介を受ける天内連隊長

駐屯地各部隊長の出迎えを受け、初登庁 幹部挨拶 観閲行進

状況報告の様子 駐屯地内隊舎屋上にて地点指示の様子 隊内巡視
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陸自最強指揮官、弘前の地離れる
木原邦洋１等陸佐 離任式

３９連隊隊員に対して３９連隊長としての最後の敬礼

第９師団長から紹介を受ける

記念撮影

連隊長に敬礼！！

令
和
三
年
三
月
十
三
日
、
第
三
十
九
普
通
科
連

隊
長
兼
ね
て
弘
前
駐
屯
地
司
令
の
木
原
邦
洋
（
き

は
ら

く
に
ひ
ろ
）
一
等
陸
佐
の
離
任
式
が
行
わ

れ
た
。
木
原
連
隊
長
は
、
二
十
年
間
無
敗
だ
っ
た

Ｆ
Ｔ
Ｃ
部
隊
を
破
り
、
陸
自
初
と
な
る
米
国
に
お

い
て
の
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
訓
練
で
の
任
務
完
遂
、
初
運
営

と
な
る
北
海
道
で
の
八
夜
九
日
間
に
わ
た
る
Ｈ
Ｔ

Ｃ
訓
練
で
の
任
務
完
遂
、
師
団
射
撃
競
技
会
で
の

四
連
覇
達
成
な
ど
指
揮
官
と
し
て
様
々
な
成
果
を

成
し
遂
げ
て
き
た
。
離
任
の
辞
に
お
い
て
木
原
連

隊
長
は
「
新
任
地
に
お
い
て
、
三
十
九
連
隊
の

益
々
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
た
。

見
送
り
に
お
い
て
、
今
回
の
定
期
異
動
で
全
国

に
異
動
す
る
二
十
八
名
の
隊
員
と
握
手
を
交
わ
し
、

弘
前
駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

定期異動で弘前駐屯地を異動する隊員と握手
を交わす木原連隊長

辞令書の伝達

離任の辞を述べる木原連隊長
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
市
民
の
皆
様
に

笑
顔
と
元
気
と
感
動
を

第
四
十
五
回
弘
前
城
雪
燈
籠
ま
つ
り
協
力

弘
前
駐
屯
地
は
二
月
十
日
、
弘
前
城
雪
燈
籠
ま
つ
り
の
大
雪
像
完
成

報
告
式
を
行
っ
た
。
「
み
ち
の
く
五
大
雪
ま
つ
り
」
の
一
つ
で
あ
る
弘

前
城
雪
燈
籠
ま
つ
り
は
弘
前
市
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
弘
前
駐
屯

地
は
地
域
住
民
と
の
一
体
感
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
一
九
七
七
年
の
第
一
回

目
か
ら
協
力
し
、
今
年
で
四
十
五
回
目
を
迎
え
る
。

式
は
、
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
弘
前
公
園
内
「
四
の
丸
」
で

行
わ
れ
、
協
力
隊
長
（
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
長
・
工

藤
一
尉
〈
当
時
〉
）
が
大
雪
像
の
完
成
を
駐
屯
地
司
令
に
報
告
し
た
。

制
作
期
間
中
、
協
力
隊
は
度
重
な
る
雨
天
や
寒
波
な
ど
の
気
象
条
件
に

見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
こ
れ
を
克
服
し
、
根
強
い
努
力
に
よ
り
大
雪
像
一

基
と
滑
り
台
二
基
を
見
事
に
完
成
さ
せ
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

完
成
報
告
式
の
後
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
雪
燈
篭
ま
つ
り
開
会
式
が
実

施
さ
れ
た
。
式
で
は
、
ま
つ
り
運
営
委
員
長
で
あ
る
櫻
田
宏
弘
前
市
長

よ
り
協
力
隊
へ
感
謝
と
労
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
木
原
司
令

（
当
時
）
か
ら
櫻
田
市
長
に
対
し
て
「
雪
像
完
成
引
渡
書
」
が
手
渡
さ

れ
、
雪
燈
篭
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
幕
し
た
。

今
年
の
大
雪
像
は
、
明
治
・
大
正
期
に
実
業
家
・
福
島
藤
助
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
「
弘
前
れ
ん
が
倉
庫
美
術
館
」
（
旧
・
吉
野
町
煉
瓦
倉

庫
）
で
あ
り
、
実
物
の
三
分
一
の
大
き
さ
で
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一

六
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
五
．
五
メ
ー
ト
ル
、
雪
の
量
は
大
型
ダ
ン
プ
約

百
四
十
台
分
使
用
し
、
訪
れ
た
市
民
や
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
た
。
ま
た
、

二
基
の
滑
り
台
の
前
に
は
大
勢
の
子
供
達
が
列
を
作
り
、
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
滑
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
今
年
は
自
衛
隊
の
ブ
ー
ス
を
設
け
制

作
風
景
を
動
画
で
流
す
な
ど
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
例
年
に
比
べ
観
客
は
ま
ば
ら
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
会
場
に
訪
れ
た
方
々
が
笑
顔
に
な
る
ま
つ
り
と
な
っ
た
。

完成した大雪像「弘前れんが倉庫美術館」

多くの来場客でにぎわう滑り台

円滑な大会運営に協力

第４３回東北高等学校スキー選手権大会兼
あじゃらカップスキー大会協力

弘
前
駐
屯
地
は
一
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
第
四

十
三
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
兼
あ
じ
ゃ
ら
カ
ッ
プ
ス

キ
ー
大
会
に
協
力
し
た
。

本
ス
キ
ー
大
会
の
協
力
は
、
参

加
選
手
及
び
地
域
の
人
々
に
対
し
、

自
衛
隊
に
対
す
る
一
層
の
認
識
と

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
協
力
隊
長
（
本
部

管
理
中
隊
・
長
浜
准
尉
）
以
下
三

十
五
名
が
参
加
し
た
。

協
力
隊
は
、
準
備
期
間
に
お
い

て
は
テ
ン
ト
の
設
営
、
安
全
ネ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、

大
会
期
間
中
は
コ
ー
ス
要
所
に
隊

員
を
配
置
し
コ
ー
ス
の
補
修
、
選

手
の
安
全
確
保
を
実
施
し
、
円
滑

な
大
会
運
営
に
寄
与
し
た
。

急斜面において安全ネットを設置

新成人５２名、決意を新たに

令和３年弘前駐屯地成人式

一段と逞しく成長した５２名の新成人達

弘
前
駐
屯
地
は
一
月
八
日
、
駐
屯
地
に
お

い
て
令
和
三
年
弘
前
駐
屯
地
成
人
式
を
実
施

し
た
。
今
年
は
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
隊
員
六

十
人
が
成
人
を
迎
え
、
当
日
は
訓
練
の
た
め

参
加
で
き
な
い
隊
員
を
除
く
五
十
二
人
が
出

席
し
た
。

式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
よ
り
来
賓
の
出
席
や
声
を
出
し
て
の

国
歌
斉
唱
を
中
止
す
る
な
ど
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
た
。
な
お
、
来
賓
予
定
で
あ
っ
た
櫻
田

宏
弘
前
市
長
か
ら
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
よ
り
新
成
人
へ
の
感
謝
と
激
励
の
言
葉
を

頂
い
た
。

式
に
お
い
て
木
原
司
令
（
当
時
）
は
「
成

人
お
め
で
と
う
。
成
人
と
な
る
こ
と
を
機
に

ま
す
ま
す
輝
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
」
と
訓

示
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
第
三
普
通

科
直
接
支
援
中
隊
の
小
松
伸
一
朗
三
曹
が
決

意
表
明
を
実
施
。
「
よ
り
一
層
自
分
を
律
し
、

市
民
の
一
人
と
し
て
、
自
衛
官
と
し
て
貢
献

し
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

午
後
、
新
成
人
者
は
座
禅
を
実
施
す
る
た

め
弘
前
市
内
の
寺
院
（
盛
雲
院
）
に
移
動
。

二
十
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
、
自
身

の
責
任
と
義
務
を
醸
成
す
る
記
念
す
べ
き
日

と
な
っ
た
。
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冬季でも日頃の成果を遺憾なく発揮！！
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
は
、
二
月

十
五
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
間
、
弘

前
演
習
場
及
び
周
辺
に
お
い
て
第
四

中
隊
の
冬
季
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

こ
の
検
閲
は
、
昨
年
度
か
ら
連
隊
が

参
加
し
た
Ｆ
Ｔ
Ｃ
な
ら
び
に
Ｊ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
及
び
Ｈ
Ｔ
Ｃ
に
お
い
て
、
最
も
活

躍
し
た
第
四
中
隊
を
冬
季
で
も
活
躍

で
き
る
か
ど
う
か
検
閲
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
次
年
度
連
隊
が
受
閲

す
る
冬
季
検
閲
に
向
け
た
練
成
の
指

標
を
得
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
。

当
初
、
弘
前
駐
屯
地
に
お
い
て
冬

季
に
お
け
る
戦
闘
基
礎
動
作
の
練
度

を
判
定
す
る
た
め
「
冬
季
弘
前
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
」
を
実
施
。
ス
キ
ー
装
着
時
に

お
け
る
各
種
射
撃
姿
勢
及
び
ス
キ
ー

行
進
要
領
（
ア
キ
オ
曳
航
・
ジ
ョ
ー

リ
ン
グ
）
を
点
検
し
た
。
じ
後
、
演

習
場
に
お
い
て
約
三
十
ｋ
ｍ
の
距
離

を
二
日
間
に
わ
た
り
行
進
。
行
進
間
、

現
地
で
は
風
速
十
五
ｍ
（
平
均
）
の

暴
風
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
た
中
で

あ
っ
た
が
、
見
事
に
こ
れ
を
踏
破
し

た
。
行
進
後
、
第
四
中
隊
は
攻
撃
準

備
に
移
行
し
、
十
八
日
早
朝
に
敵
第

一
線
陣
地
を
速
や
か
に
攻
撃
奪
取
し

た
。
ま
た
、
冬
季
の
特
性
を
踏
ま
え

状
況
終
了
後
に
戦
闘
射
撃
訓
練
を
実

施
、
全
て
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

連
隊
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
発

揮
し
積
雪
寒
冷
地
部
隊
と
し
て
の
任

務
を
全
う
す
る
た
め
、
引
き
続
き
冬

季
の
訓
練
に
励
む
。

暴風雪警報が発令される中、
果敢にスキー行進に挑む隊員

敵第一線陣地に対し攻撃攻撃要領を徹底

曹
友
会
で
雪
燈
籠
を
制
作

千
年
園
雪
ま
つ
り
協
力

弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
は
二
月
七
日
、
会
長
以

下
八
名
の
会
員
で
、
障
害
者
支
援
施
設
「
千
年

園
」
に
お
い
て
雪
燈
籠
作
成
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
毎
年
弘
前
市
内
で
「
弘
前
城

雪
燈
籠
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
施

設
利
用
者
は
祭
り
会
場
に
足
を
運
ぶ
の
が
困
難

な
た
め
、
施
設
園
内
で
も
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽

し
ん
で
頂
く
為
に
企
画
し
、
今
回
で
十
八
回
目

と
な
る
活
動
で
あ
る
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
人
員
と
作
業
時
間
を
削
減
、
バ
ケ
ツ

と
塩
ビ
パ
イ
プ
を
使
っ
て
小
型
の
雪
燈
籠
を
六

十
個
作
成
し
た
。
夜
に
火
を
灯
す
と
雪
燈
籠
か

ら
は
温
か
み
の
あ
る
や
わ
ら
か
い
光
が
照
ら
さ

れ
た
。
参
加
し
た
会
員
や
施
設
職
員
か
ら
は
、

「
作
成
が
容
易
な
の
に
綺
麗
な
明
か
り
を
灯
し

て
く
れ
る
。
家
で
作
っ
て
も
子
供
が
喜
ん
で
く

れ
そ
う
だ
。
」
と
好
評
を
博
し
た
。

弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
は
、
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍

で
も
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
努

め
て
い
く
。

雪燈籠を灯し、ねぷたの絵を浮かび上がらせた

第
三
十
九
普
通
科
連
隊
は
、
三
月
二
日
、

岩
木
山
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
令
和
二
年
度
連
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
を

実
施
し
た
。

こ
の
競
技
会
は
、
冬
季
戦
技
能
力
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
次
年
度
に
行
わ
れ

る
連
隊
冬
季
検
閲
を
目
標
に
隊
員
一
人
一

人
の
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
及
び
次
回
の
冬

季
戦
技
競
技
会
に
お
い
て
の
優
勝
奪
還
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
。
隊
員
は
小
銃
含

む
十
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
背
嚢
を
背
負
い
、

訓
練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
全
長

約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
起
伏
の
激
し
い

コ
ー
ス
を
克
服
し
な
が
ら
中
隊
の
名
誉
と

誇
り
を
か
け
て
力
走
し
た
。
ま
た
、
各
ポ

イ
ン
ト
や
ゴ
ー
ル
付
近
で
は
同
僚
隊
員
が

声
援
を
送
る
な
ど
部
隊
の
団
結
及
び
士
気

の
向
上
を
図
る
事
が
出
来
た
。
さ
ら
に
駐

屯
地
協
力
団
体
及
び
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
も

見
学
に
訪
れ
た
。
モ
ニ
タ
ー
の
方
か
ら
は
、

「
出
走
前
の
問
診
、
計
量
等
こ
こ
ま
で
細

か
く
行
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
全
力
で

走
っ
て
い
る
隊
員
を
見
て
感
動
し
ま
し

た
。
」
と
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

結
果
は
、
前
競
技
会
二
位
だ
っ
た
第
二

中
隊
が
見
事
雪
辱
を
果
た
し
優
勝
し
た
。

登り坂を懸命に走る隊員達

中
隊
の
名
誉
と

誇
り
を
か
け
て
力
走
！

令
和
二
年
度

連
隊
冬
季
戦
技
競
技
会

状況終了後、戦闘射撃訓練を実施



広告欄

弘
前
駐
屯
地
は
三
月
十
三

日
、
定
期
異
動
に
伴
い
転
出

行
事
を
実
施
し
た
。

今
回
の
定
期
異
動
で
、
幹

部
六
名
、
曹
士
二
十
二
名
が

北
は
北
海
道
（
美
幌
）
、
南

は
九
州
（
前
川
原
）
へ
異
動

と
な
っ
た
。
木
原
司
令
（
当

時
）
は
送
別
の
辞
に
お
い
て

「
弘
前
駐
屯
地
勤
務
者
と
し

て
の
誇
り
を
も
っ
て
、
新
任

地
で
の
活
躍
を
期
待
す
る
」

と
激
励
し
た
。

転
出
行
事
終
了
後
は
各
部

（
中
）
隊
ご
と
に
紹
介
行
事

を
行
っ
た
後
、
駐
屯
地
全
員

が
隊
舎
前
の
メ
イ
ン
道
路
に

整
列
し
、
転
出
者
は
見
送
り

を
受
け
、
万
歳
三
唱
と
大
勢

の
拍
手
の
中
、
新
任
地
へ
と

旅
立
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
二
十
六
日
に
は
臨

時
駐
屯
地
朝
礼
に
お
い
て
転

入
者
の
紹
介
行
事
を
行
っ
た
。

新
た
な
戦
力
と
し
て
、
幹
部

十
名
、
准
曹
二
十
五
名
の
計

三
十
五
名
が
加
わ
っ
た
。
行

事
で
は
当
初
、
着
任
部
隊
長

が
紹
介
さ
れ
、
一
人
ず
つ
挨

拶
を
述
べ
た
。
じ
後
転
入
者

が
紹
介
さ
れ
、
代
表
者
が

「
弘
前
駐
屯
地
の
輝
か
し
い

歴
史
と
伝
統
を
汚
す
こ
と
の

な
い
よ
う
誠
心
誠
意
勤
務
に

専
念
し
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
表
明
し
た
。

天
内
司
令
は
転
入
者
に
対

し
「
弘
前
駐
屯
地
を
更
に
光

り
輝
か
せ
る
た
め
に
は
、
全

国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
の
新
し
い
風
が
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
基

盤
と
し
て
、
駐
屯
地
が
更
に

進
化
す
る
原
動
力
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
訓
示

し
激
励
し
た
。

転
入
者
を
含
め
た
新
た
な

弘
前
駐
屯
地
の
、
今
後
の
活

躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

★
第
５
回
東
北
ミ
ニ
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

ラ
イ
セ
ン
ス
保
持
者
の
部

第
一
位

重
迫
中
隊

葛
西
３
曹

★
第
５
７
回
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
日
本
選
手
権
大
会

リ
レ
ー
競
技

４
ｘ
４
・
５
ｋ
ｍ
一
般
銃

第
八
位

第
４
中
隊

奈
良
３
曹
・
本
田
３
曹

重
迫
中
隊

葛
西
３
曹
・
田
中
士
長

★
令
和
２
年
度
全
自
衛
隊
美
術
展
写
真
の
部

入
選

本
管
中
隊

中
野
渡
１
曹

転
入
部
隊
長
等
紹
介

転出者２８名は新任地へ旅立ち、
転入者３５名は新しい風をもたらす

駐屯地転出・転入行事

転出者の記念撮影駐屯地一同で盛大に見送り 転入者代表挨拶

本管中隊長
３等陸佐
木村 勝彦

業務隊長
２等陸佐
渡部 友善

重迫中隊長
１等陸尉
本木 剛

第３中隊長
３等陸佐
永田 耕太郎

定
年
退
官
者
の
紹
介

永
年
の
勤
務
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

部
内
外
成
績
優
秀
者

援護センター長

１等陸尉
工藤 秀之

本
部
管
理
中
隊

一
等
陸
尉

長
谷
川

弘
毅

陸
曹
長

齋
藤

直
邦

陸
曹
長

山
田

浩
次

第
一
中
隊

陸
曹
長

工
藤

敏
信

第
二
中
隊

准
陸
尉

佐
藤

拓
也

陸
曹
長

小
倉

伸
二

重
迫
撃
砲
中
隊

三
等
陸
尉

工
藤

公
人

陸
曹
長

山
内

千
年

陸
曹
長

神

秀
次

第
四
中
隊

業
務
隊

第
九
偵
察
隊

准
陸
尉

丹
藤

光
一

陸
曹
長

對
馬

晃
樹

偵
察
直
接
支
援
小
隊

准
陸
尉

水
木

茂

「希望の光」


